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「細則２－７ 震災時等に緊急用ポンプを使用する給油取扱所の自主保安基準」の解説 

 

震災等による施設被害や停電のため、固定給油設備等が使用できなくなった場合、緊急用ポンプ

を使用して給油作業等を行う計画がある給油取扱所は、震災時等の緊急用ポンプの使用基準である

細則２－７を定める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 営業継続判断支援ツール 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kikenbutuka/gstool/index.html 

＊２ 危政令第 17 条第１項第 12号（ｅ－Ｇｏｖ法令検索） 

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=334CO0000000306#Mp-At_17 

 

 

緊急用ポンプを「安全に使用できる

使用場所」は、次の条件を全て満足す

る場所としてください。（次ページ図

参照） 

・給油空地等の範囲内である場所 

・緊急用ポンプの周囲に危政令第

17条第１項第 12号（＊２参照）に

定める間隔を確保できる場所 

・給油等を受ける自動車等が給油

空地からはみ出さないように停車

できる場所 

「緊急点検及び施設再開の可否判

断」は、「本編、第 10、３、(1)」に規

定する次の方法で行うことができま

す。 

・緊急点検表（本編、別添え１）を

活用する方法 

・東京消防庁が公表する営業継続

判断支援ツール（＊１及び下記二次

元コード参照）を活用する方法 

  

緊急用ポンプの例 

 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kikenbutuka/gstool/index.html
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=334CO0000000306#Mp-At_17
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施設の実態に応じた「教育の対象

者」を記載してください。 

特記すべき事項がある場合、追加で

記載してください。 

緊急用ポンプの使用場所の例 


